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ソニーグループ経営体制

ソニーグループ株式会社

ソニー・インタラクティブエンタテインメント

ソニー・ミュージックグループ(グローバル)
(ソニー・ミュージックエンタテインメント、ソニー・ミュージックパブリッシング)

株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント(日本)

ソニー・ピクチャーズ エンタテインメント

ソニー株式会社

ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社

Game & Network
Services

音楽

映画

Imaging & Sensing
Solutions

Entertainment・
Technology ＆ Services
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ソニーグループの環境ビジョン

ソニーは「環境負荷ゼロ」へ
ソニーは「環境負荷ゼロ」を実現するため、
環境計画「Road to Zero」を推進します。

製品のライフサイクルでの取り組み
ソニーは製品およびサービスのライフサイクル全般にわたっ
て責任ある活動を行うために、ライフサイクルの各段階を6
つのステージに分け、環境負荷をゼロにすることを実現す

るための具体的なゴールを設定しています。
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光ディスクや水ボトルを由来とする回収ポリカーボネートと、独自開発した難燃剤（PSS-K）を組み合わせ用途に応じて
その他の添加剤などを最適にブレンドしたソニー独自開発の再生プラスチック。独自開発の難燃剤は1％未満の添加量で
ポリカーボネートを難燃化、これにより最大99％の再生材使用率を実現しています。

その他添加剤

難燃剤

回収ポリカーボネート

ソニーの独自難燃剤 PSS-K

再生材率
最大 99 %!!

※1%未満の微量添加でポリカーボネートを難燃化リサイクル素材

市場回収品・工場廃材
ディスク 水ボトル

※再生材率はグレードによって異なります

難燃性再生プラスチック SORPLASTM （1/2）
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難燃性再生プラスチック SORPLASTM （2/2）

■H23.経済産業大臣賞 受賞 ■2011年 ブラビアの画面フレーム部品に使用

■2014年 SORPLASの外販を開始

SORPLAS採用の製品群（一例）

テレビ

カメラ

ACアダプタ

スーツケース

複写機

■社内・社外の様々な製品で採用中

独自難燃剤を用いた活動はH23年に「経済産業大臣賞」を受賞しました。2011年にブラビアの画面フレーム部品にSORPLASを使用し、
2014年からSORPLASの外販も開始しました。現在、テレビ、カメラ、スマートフォン、ACアダプタ、複写機、スーツケースなどに使用されています。

スマートフォン
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テレビ ブラビアにおけるSORPLASの採用実績
BRAVIA 9、BRAVIA 8 II、BRAVIA 8、BRAVIA 7、BRAVIA 5では、ソニーが独自開発した再生プラスチックのSORPLASを採用。
特に、BRAVIA 9、BRAVIA 8では、面積が大きくプラスチック使用量も多い背面カバーに採用。これにより、再生材の使用量を
最大約65%まで高めることに成功しています。

“SORPLAS”および  は、ソニーグループ株式会社の商標です。

[1] SORPLAS合計
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家電リサイクルで回収された使用済みテレビの背面カバーを難燃性再生プラスチックSORPLASの原材料の一部として活用し、
新しいテレビの背面カバーに再利用する「水平リサイクル」を実現しました。

テレビ背面カバーの水平リサイクル 概要

テレビ背面カバーの水平リサイクル(イメージ図)
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使用済みテレビ回収 解体、選別 粉砕、洗浄、精製 SORPLAS製造 完成

テレビ背面カバーを用いたSORPLASの製造プロセス

+

メーカーを問わず回収された使用済みテレビの背面カバーを再利用する仕組みを構築し、難燃性再生プラスチックSORPLASの
原材料の一部として活用できるようにしました。

SORPLAS

家電リサイクル工場（グリーンサイクル株式会社）にて実施 ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社にて実施
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テレビ背面カバーを用いたSORPLASの製造ポイント

様々な樹脂種から、ポリカーボネート(PC)系樹脂のみ選別

独自難燃剤 PSS-K

テレビ背面カバー由来の
原料ペレット

+

その他の

回収ポリカーボネート

テレビ背面カバー由来原料ペレットを活用する方法を構築

金属

ゴム

比重分離

その他の回収ポリカーボネートや添加剤等と配合を
調整して、回収背面カバーを原料の一部として活用

リペレット

洗浄、比重分離、リペレットプロセスより、
異物(異樹脂、ラベル、ゴム、金属等)除去

PS系

PC系

PP系

PPE系

SORPLAS

ポリカーボネート系樹脂を選別後、比重分離、リペレット工程を経て、再生原料とし、その他の回収ポリカーボネートや添加剤等との
配合を調整して、SORPLASを製造します。

各種テレビ背面カバー

その他の
樹脂用添加剤
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テレビ ブラビアへの採用実現に向けた開発プロセス

製品品質を保証するための難燃性や強靭性、および大型テレビ部品に求められる外観、成形性を全て満たすために、
解析、試作、評価、改良サイクルを材料・製品の両側から協力して実施しました。

02 CAEで先行確認

流動・反り・強度を解析し、材料特性の影響とリスクを見え
る化

04 金型を最適化

SORPLASの流動性と外観を踏まえ、ゲート位置・充填バラ
ンスを最適化

03 構造を最適化

肉厚・形状等を調整し、大型部品としての剛性と成形安定
性を確保

01 テレビに必要なレシピ調合

長年にわたるテレビへのSORPLAS採用の知見をベースに、
必要となる諸元を満たすレシピ開発

05 試作・評価

バージン材からクライテリアを一切下げることなく、各種評価
の実施。

SORPLASを使うために必要な要素を設計反映、
バージン材使用時と同じ品質基準を満たしながら、無塗装部品として量産導入を達成。

06 信頼性評価

ソニーとしてプラスチックに求める長期信頼性評価を実施、
基準を満たすことを確認。



SORPLAS事業室 Copyright 2026 Sony Semiconductor Solutions Corporation2026/10/2112/13

テレビ背面カバーの水平リサイクルを実用化
2025年4月22日、BRAVIA 8の65V型モデルで初めて採用し、2025年内に全世界向けに出荷を開始することをプレスリリース、
現在、世界各国・地域に出荷されています。
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まとめ

家電リサイクルで回収された使用済みテレビの背面カバーを難燃性再生プラスチックSORPLASの
原材料の一部として活用し、新しいテレビの背面カバーに再利用する「水平リサイクル」を実現した。
実現するにあたって、下記取り組みを行った。

回収された使用済みテレビの背面カバーの材質を判別し、ポリカーボネート系樹脂製の背面カバー
を選別する仕組みを導入した。

選別したテレビの背面カバーは異物除去、比重分離、リペレット工程を経て、SORPLASの原料の
一部として新たに使用。配合最適化を行い、 テレビの背面カバー向けの樹脂物性を実現した。

製品品質を保証するための難燃性や強靭性、および大型テレビ部品に求められる外観、成形性を
全て満たすために、解析、試作、評価、改良サイクルを材料・製品の両側から協力して実施した。



SONYはソニーグループ株式会社の登録商標または商標です。 

各ソニー製品の商品名・サービス名はソニーグループ株式会社またはその関連会社の登録商標または商標です。その他の製品および会社名は、各社の商号、登録商標または商標です。 
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